
  平成 28 年 12 月 
 

年の瀬もいよいよ押し迫ってきました。 

厳しい寒さではありますが、朝などのピーンと張り詰めた空気はお寺の荘厳さを際立たせます。 

忙しい年末だからこそ、気持ちをスッキリさせるきっかけにどうぞ当山へお立ち寄りください。 

また、年末の大掃除の際には、お仏壇の整理や掃除も心がけましょう。 

 

  

― 今月の催事予定 ―   
◆骨董市 【４，18 日】 

毎月第 1日曜日…蚤
のみ

の市 

毎月第 3日曜日…ボロ市 

＊午前７時より午後４時まで(雨天中止) 
 

◆野菜市 【７，14，21，28 日】 

 毎週水曜日 午前中出店・雨天中止 
 

【お知らせ】 

＊今月 4 日（日）に予定されていました遊行福祉ま

つり実行委員会主催の「第25回遊行福祉まつり」

は、平成 29年 4月 16 日（日）への日程変更が決

定いたしました。 

－ 今月の行事予定 ― 
  

◆写経会
しゃきょうえ

【４日（日）13 時】 

第１回目の開催です。詳細はホームページ、 

もしくは写経会のご案内をご覧ください。 

受付は 12 時半からです。終了時間は自由で、

どなた様でもご参加いただけます。 
 

◆煤払
すすはら

い【８日（木）】 

当山の僧侶が総がかりで本堂をはじめ全山の

清掃をいたします。 
 

◆月例
げつれい

法話会
ほうわかい

【23 日（金）午後 2 時】 

信徒会館で行います。ぜひ、ご参加ください。 

今月のお話の演題は 

「変革期を迎えた日本の仏教」です。  

講師：時宗布教伝道研究所 

兵庫県神戸市 普照院 小田
お だ

義宗
ぎ そ う

師 
 

◆除夜
じ ょ や

法要【31 日（土）午後 11 時 45 分】 

  大みそか恒例の「除夜の鐘つき」参加者を 

募集しています。（108 名予約制） 

詳しくは寺務所までお問い合わせください。 
 

ホームページでも 

配信しています 

＊ 遊行寺宝物館 

特別展『不思議な伝承 ～天狗の爪に鬼の牙～』 〔9月 17日（土）～12月 19日（月）〕 

特別展『遊行寺の什宝』 〔1月 1日（日）～2月 13日（月）〕 

・開館日：毎週月・土・日曜日・祝日  ・入館料：500 円（小・中学生 300 円） 

◎正月屋台出店のご案内◎ 
 

例年の通り、正月期間、境内への屋台出店を

募集いたします。応募される方は、12 月 1３日

までに寺務所へご連絡ください。 

＊出店数には限りがあります 



 

この世で往生？ 

今月のおことば 

 

 

 

   

去る 11 月 27 日、当本山で最大規模の年中行事である歳末別時念仏を

無事成満することができました。 

歳末別時念仏会は一遍上人がご在世の頃より修されており、念仏三昧の

中、「報
ほ う

土
ど

入り」、「御滅
お め っ

灯
と う

（一
ひ と

ッ火
び

）」を通して、他力本願の深意を体得する

目的があります。報土とは極楽世界のことで、「報土入り」は極楽世界への往

生を意味しています。つまりこの「報土入り」は、生きているうちに往生を体験する

実践行なのです。 

さて、生きているうちに往生するという言い回しに疑問を抱かれる方も多いので

はないでしょうか。人は死んでから極楽世界に往生をするということは広く認識さ

れていますが、実は、一遍上人がより強調しているのは平生
へいぜい

（この世）での往生

なのです。この平生での往生を端的に表しているのが、今月ご紹介するこのお

言葉です。 

「生
いき

ながら死して、静
しずか

に来迎
らいこう

を待
まつ

べし」 

では、ここでいう“生きながら死ぬ”とはどういうことでしょうか。 

実は、一遍上人は先ほどのお言葉に続けて「我執
が し ゅ う

なくて念仏申
もうす

が死するに

てあるなり」ともおっしゃられており、自分への執着
しゅうじゃく

を捨てた状態を“死”と捉え

られていることが分かります。ですから“生ながら死して”とは“自分への執着を捨

てて生きる”とも言い換えることができます。 

自分自身に対する執着が強いと、他人の言うことに耳を傾けず相手を認め

ない、まさに自己満足的・自己中心的な考え方になってしまいます。 

反対に、自分の意見を無理に押し通そうとはせず、それでいて他人に流され

ない主体性を持っている人を、執着を抑えられている人と言えるでしょう。 

そして自分の力ではなかなかどうにもコントロールできないこの“我”を消し去る

教えがお念仏です。なぜなら、阿弥陀仏の救いと私たちの願いの両側面を含む

「南無阿弥陀仏」の名号は、自分と他人、生と死といった区別を超えた絶対

的な存在だからです。 

この世に暮らしながら往生すること、それはただ阿弥陀仏の衆生を救いたいと

いう本願に身をまかせ、自分へのこだわりを捨て、ひたすら念仏を唱えることだと

一遍上人は力強くおっしゃっているのです。 

                     合掌  

今月のおことば 

～一遍上人のおこころ～ 

生と死の区別を乗り越えるとい

うことは、自分に執着しないと

いうことです。この心持ちをもっ

て念仏と共に生きることで、 

いつ仏さまのお迎えを頂いても

よいという信念に至るのです。 

時宗総本山 

遊行寺 

〒251-0001    神奈川県藤沢市西富 1-8-1 

TEL:0466(22)2063 FAX：0466（23）8243 

ホームページ： h t t p : / / w ww . j i s h u . o r . j p 
 

 

フェイスブックでも遊行寺の様子や

情報を配信しています。 

最新記事をお読みいただけますので、

ぜひ“いいね！”してください♪ 
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